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男の人も女の人も
自分らしく生きる自分らしく生きる自分らしく生きる自分らしく生きる

6年生用男女平等意識を育む啓発リーフレット

保護者の皆様へ

今日の学習をふり返って、感想を書きましょう。

富山市市民生活部市民協働相談課
〒930-8510 富山市新桜町 7番 38号
【TEL】076-443-2051  【FAX】076-443-2176
【URL】 https://www.city.toyama.lg.jp/

　このリーフレット「自分らしく生きる」は、柔軟な心をもつ小学生の時期に、男女平等に
関する理解を深め、互いを尊重する心を育てることをねらいとし、子どもたちが自分らしく
伸びやかに成長してくれることを願って作成しています。
　かけがえのないお子さん一人一人には、様々な能力が備わっています。親や周囲の人たちは、
子どもに対して「男だから、女だから」といった性別に基づく意識や行動を求めがちですが、
こうしたことが、一人一人の可能性や選択の幅を狭めることのないようにしたいものです。
　このリーフレットは、学年ごとにテーマを変えて、年1回発行します。このリーフレットが、
ご家庭において、お子さんと話をしながら男女共同参画について一緒に考えてみるきっかけ
づくりとなればうれしく思います。

富山市が目指す
「男女共同参画社会」とは・・・
　男女が互いにその人権を尊重し、喜び
も責任も分かち合いながら、性別に
かかわりなく、その個性と能力を十分に
発揮することができる社会である。
（富山市男女共同参画推進条例　前文より）



【男女平等をめぐる世界の中の日本】 【日本の男女間の格差から考えよう】

【日本の男女間の格差にはどんなものがあるのだろう？】

【アイスランドの取組】 【富山市がすすめる男女共同参画への取組】

グラフを見て、思ったことや考えたことを書きましょう。

男女間の格差が少ない国ランキング

ジェンダークオータ制

（148ヵ国中）

日本は何位でしょう？

順位

1 位
4 位
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アイスランド
イギリス
アメリカ
韓国

　2018年に男女間の賃金格差を違法とする法律が施行されました。つまり、同じように働いている男性と女
性は必ず同じ給料が支払われなければならないとされています。違反企業には罰金が科されることになりま
した。

　公共の委員会や上場企業の取締役会はジェンダークオータ制が導入されています（メンバーの40％以上を
女性とする）。企業だけではなく、2025年の国会議員は46.0％が女性となっています。

　市内の中学生を対象に募集した男女
共同参画に関する作文を表彰してお
り、毎年200件以上の応募があります。

国会議員の
男女比率

年代別男女の働き方の変化

公立小中学校の
校長の男女比率

①男女共同参画社会づくり
　作文コンクール

【小学校】 【中学校】【日本】 【イギリス】

　ジェンダー・ギャップ指数（2025）を基に算
出。この指数は、政治や経済など4つの分野
で、国ごとに男女間の格差を測るものです。

出典：内閣府ホームページ
世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告書（2025）」

出典 ： IPU（列国議会同盟）公表データ
Women in national parliaments

下院又は一院制議会における女性議員比率
日本は衆議院（2025.11）

男性と女性の賃金格差
【性別、年齢階級による賃金カーブ】

出典 ： 文部科学省
「公立学校教職員の人事行政状況調査

（令和6年4月1日現在）」 出典 ： 厚生労働省「令和6年賃金構造基本統計調査」

1日の時間の使い方（週全体平均）
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出典 ： 総務省「令和3年社会生活基本調査」 
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男女間の賃金格差をなくす法律 男女共同参画とは…
男性も女性も、意欲
に応じて、あらゆる
分野で活躍できる
社会のこと。

　市民の皆さんに男女共同参画に
ついて理解を深めてもらうため、毎年
1回発行しています。

②情報交流誌「あいのかぜ」の発行
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歌手としてだけで
なく

バラエティ番組で
もお

なじみの木山裕策さ
ん。

４人の息子の子育て
、仕事との両立、夢

をあきらめな

いことの大切さなど
について語っていた

だきました。

「普通」に潜む偏見
をこえて

呉羽中学校2年　田中
 美緒

　男女平等が目指
されて

いる現代の社会。し
かし、

私は今でも「男だか
ら…」

「女だから…」とい
った言

葉を耳にすることが
多く、

依然として男女を傷
つけ

る決めつけや偏見に
満ちた行動や言動が

、根強く残って

いると感じる。

　例えば、「男なんだ
から泣くな」という言

葉。私はこの言

葉を聞いたとき、胸
が痛くなった。そんな

決めつけがある

と、自分の感情を押
し殺してしまい、人と

しての自然な感

情すら否定されてし
まう気がする。ある

ドラマの中で、こ

んなセリフを聞いた
ことがある。「泣きた

いときは我慢す

るな。笑いたいとき
はもっと我慢するな

。」まさにその通

りだと思う。人は、悲
しいときや感動した

ときには、性別

に関係なく泣いてい
いのだ。

　また、「女だから力
仕事はできないでし

ょ」という言葉も

同様だ。こうした思
い込みは、その人の

可能性を狭め、自

信を失わせる原因に
もなりかねない。なぜ

人は、性別だけ

でその人の能力や役
割を決めつけてしま

うのだろうか。

　「男女共同参画社
会」とは、単に権利を

平等にすること

だけではないと思う
。性別という枠にとら

われず、お互い

を理解し合い、認め
合うこと。その姿勢

があってこそ、本

当の意味での「平等
」が実現するのだと

思う。

　私は、全ての人が
堂々と自分の個性を

発揮し、それが

尊重される社会をつ
くりたい。そして、誰

もが生き生きと 

自分らしく生活でき
るようになってほし

いと願っている。

そのためには、まず
私たち自身が「男だ

から…」「女だか

ら…」といった言葉
を無意識に使わな

いよう、日頃から

意識することが大切
だ。また、周囲の人と

の違いを受け

入れ、尊重する柔軟
さと優しさを持つこ

とも欠かせない。

それは一見、小さな
一歩に思えるかもし

れない。しかし、

一人ひとりの意識や
行動が少しずつ変

わっていくこと

で、それがやがて大
きな力となり、社会

を動かす原動力

になると思う。つまり
、何事も「積み重ね」

が重要なのだ。

　性別にとらわれる
ことなく、全ての人

が自分の夢を追

いかけられる。そん
な社会を目指して、

私も今、できるこ

とから行動していき
たい。

　富山市では、「男女
共同参画社会」の実

現に向けた意識づく
りのために、市内の

中学生を

対象に、毎年、作文を
募集しています。

　今年度は170点の
応募があり、その中

から入賞作品16点
が選ばれました。市

民フェス

ティバルでは、最優
秀賞と優秀賞の表彰

式の後、最優秀賞を
受賞した富山市立呉

羽中学校

２年の田中美緒さん
による朗読発表があ

りました。

　田中さんの力強い
発表に、会場に訪れ

た皆さんは真剣に耳
を傾けていました。

作文コンクール

一人一人が個性を
発揮し、互いに尊重

し支え合う男女共
同参画社会を実現

するため「男女共同
参画とやま

市民フェスティバル
2025」を、11月22

日（土）、富山県教育
文化会館で開催し

ました。

声が出なくなるかも
しれない

　木山さんは36歳
のときに甲状腺がん

になり、手術

の前日、医師から「
最悪の場合、声が出

なくなるかも

しれません」と言わ
れました。子どもの

頃から歌が大

好きで、いつか歌を
歌える日が来たらい

いなと思って

いた木山さんは、そ
の一言で心の片隅

にずっと押し

やっていた夢に初め
て気づいたそうです

。

　手術の結果、声が
残った木山さんは、

夢に挑戦する

ことを決意。現実は
甘くなく、何度も失

敗しましたが、

オーディション番組
でチャンスを得て、

39歳のとき

楽曲「home」でデビ
ューされました。

ワーク・ライフ・バラ
ンスを整える

　木山さんは、病気
のあと、自分の家庭

の危うさを

認識しました。がん
になるまでの家庭の

役割分担は、

「お金を稼ぐ」＝木
山さん、「家事」＝妻

、「子育て」＝

妻というものでした
。しかし、これではバ

ランスが崩れ

やすいと考え、木山
さんは会社を一時

辞めて主夫に

なり、妻の社会復帰
を全面的にサポート

。お金、家事、

子育ての３つの役割
を夫婦でそれぞれ半

分ずつ担え

るように、少しずつ
ワーク・ライフ・バラ

ンスを整えて

いきました。

考える力をつけるテ
ィータイム

　子どもたちの「考
える力」を育てるた

めに、木山さん

は家庭で「ティータ
イム」の習慣を長年

続けています。

お茶を飲みながら
、家族で話をする時

間です。「日本

人には『男は黙って
』という美徳があり

ます。しかし、

自分の子どもには辛
いことがあったら、

辛いと声をあ

げ、誰かに相談して
ほしいと願っていま

す。自分の気

持ちを伝えること、
相手の意見を理解

すること、その

練習は子どものころ
からしておいた方が

良いと思い

ます。」と、“木山家流
”子育てについて語

りました。

　最後に「生きづら
い時代だとよく言わ

れますが、自

分で『考える力』を持
っていれば、どんな

時代でも楽し

く生きていけると僕
は信じています。」と

参加者に呼

びかけた木山さん
。病気をきっかけに

、自分の夢、家

族のこと、自分の心
に向き合って考え抜

いてきた木山

さんだからこそ、そ
の言葉は力強く、説

得力をもって、

参加者の心に響いて
いたようでした。

講師 : 木山 裕策 さん （シ
ンガー）

「らしさ」は、「自分ら
しさ」

誰でも活躍できる社
会に

将来の夢と男女の違
い

僕が男女共同参画に
ついて思うこと。

男女平等を目標に

変えていくべき日本の
社会

男女平等制服に似合
う髪型とは

見方・考え方を変える

男女の一人称の違和
感

「ぼくの家の男女共
同参画」

男女差別が無い世界
へ

西部中学校3年

八尾中学校2年

片山学園中学校2年

八尾中学校2年

八尾中学校2年

片山学園中学校2年

城山中学校1年

呉羽中学校2年

岩瀬中学校2年

呉羽中学校1年

八尾中学校1年

秋田 礼生

岩脇 のどか

大橋 琉凛

印牧 蒼太

岸　 瑞子

坂越 美柚

中谷 俊太

細矢 優花

山口 新太

山崎 光貴

脇阪 優希

（敬称略・五十音順
）

優秀賞受賞作品は
　　

こちらに掲載してい
ます。

令和7年度
男女共同参画社会づ

くり
男女共同参画社会づ

くり

私がしてもらったよう
に

平等な世界へ

誰もが輝ける社会へ

男女の家事・育児参加

月岡中学校3年

大沢野中学校1年

八尾中学校2年

片山学園中学校2年

奧洞 実緒

佐藤 美羽

西田 萌莉

米田 倫

優秀賞

佳作

　市民フェスティバ
ルの

会場では、富山市と
包括

連携協定を締結し
ている「日本海ガス

絆ホールディングス
」によるパネル展示

も実施。

　働きやすい職場づ
くりや社員の意識改

革などの取り組みを
紹介されました。

講演後のミニコン
サートでは、

「home」のほか「
愛は勝つ」「涙

そうそう」など6曲を
披露。会場

は木山さんの澄んだ
美しい歌声

と、参加者の大きな
拍手に包まれ

ました。

1968年生まれ。

大阪府出身。東京都
在住。

４人の息子の父。

2008年楽曲「hom
e」でメジャーデビ

ューし、NHK

紅白歌合戦に初出
場を果たす。その

後も会社員と

歌手の二足のわら
じの生活を続け、2

020年から歌

手活動と講演活動
を中心に生活して

いる。

木山 裕策さん
き やま ゆうさく

シンガー

「みんなで考えるワー
ク・ライフ・バランス 

～働き方も、家族のこ
とも、夢も自分らしく～」

講演会

作品応募総数１７０点

なか み おた

男女共同参画とやま

最優秀賞

官民連携の取り組み

10 あいのかぜ  2026
年

11
あいのかぜ  2026

年

■編集・発行

2026年3月発行

〒930-8510  富山市新桜町7-38　Tel.076-443-2051  Fax.076-443-2176E-mail : siminkyodo@city.toyama.lg.jp

富山市市民生活部 市民協働相談課

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にある人からの暴力のことをいいます。夫婦やパートナーに関する悩みは、ひとりで悩まず、ご相談ください。

心理学の交流分析を活用して、自分のコミュニケーションのクセを理解し、その改善方法を学ぶ講座を開催しました。
「人と関わることの良さを実感できた。やってみると意外にできて笑顔も増えるし、褒められると気分が良い。」と受講者
から感想があり、人との対話による交流を楽しみました。

各種相談を行っています
相談日程は、市ホームページで案内しています。
●ＤＶ（配偶者・パートナーからの暴力）相談

●弁護士による夫婦・男女に関する法律相談●臨床心理士による夫婦・男女に関する悩み相談

ＤＶ相談 専用電話

■日時 ： 令和7年5月17日（土）14：00～15：30　■場所：とやま市民交流館（ＣｉＣ３階）

新富町一丁目2-3 ＣｉＣ３階
TEL：076-433-1760

富山市男女共同参画
推進センター

※来所相談については、
電話予約をお願いします。 詳細はこちら▶

■講師 ： 野口 喜美代さん（NPO法人日本交流分析協会北陸支部 准教授）

バックナンバーを
公開しています。

男女共同
参画講座を
開催しています！

ＴEL：076-433-2210

男女共同参画推進センターからのお知らせ

男女共同参画講座を
開催しました

男女共同参画に関するさまざまな学習啓発講座を、無料で開催しています。詳しくは「広報とやま」に随時掲載します。どうぞお気軽にご参加ください。

ひとりで
悩まないで

お問い合わせ

自己理解から考えるコミュニケーション ～あなたもOK、わたしもOK～

城尾 編集委員

村上 編集委員

藤井 編集委員

編集後記

この号の発刊に際しまして、
多くの方々にご協力いただき、
ありがとうございました。

「働く」をテーマとした今回の特集では、さまざまな職種や立場の方々から、それぞれの想いや願い、メッセージを伺いました。取材を通して、あたたかな優しさにふれた場面もあれば、迷いながらもぶれずに歩み続ける勇気を感じた瞬間もありました。お一人お一人の言葉には、その人らしい「働く」があり、改めてその多様さに気づかされました。　読み終えたあと、それぞれの「働く」を考えるきっかけになっていただけたらうれしいです。

特集記事では「働く」をテーマにいろいろな職業の方にお話を伺いました。自分とは違う、別の働き方があることについて考えるきっかけを読者の皆さまに提供したいと思ったのですが、その意図が少しでも伝わったら幸いです。　編集会議での話し合いや作業の過程で「富山で働き暮らすこと」について改めて考える時間を持てたことは、私自身の生活を見つめ直すことにもなり、大きな収穫でしたが、同時に、自分がいかに富山のことを知らないかを思い知らされました。これからは「富山のいいとこ探し」を頑張りたいと思っています。

「聞き上手になりたい」と思う。昔の思い出や、専門家や名人の話、感動的な話、ドジな話、どんな話でも聞くことで自分の心をときめかせたい。素直な気持ちで好奇心の赴くまま人の話を聞いたとき、自分の気持ちもそこに重ね合わさって必ず新しい何かを感じ取る。
　今回取材させていただいた近藤裕世さんと鈴木佑実さんのお言葉は真摯で美しかった。「今」をひたむきに生き、楽しみ、夢と希望にいちずに立ち向かっている人の言葉。気負いも誇張も野望もない、威張りもしない。お人柄が滲んでいた。優しい言葉で壮大な未来を語っている。こちらにも夢が乗り移ってきたと思った。

しん  し

にじ

富山市･男女共同参画に関する情報交流誌

Vol.

2026年

53

特集②  これからの“みんなの防災”
男女共同参画とやま 市民フェスティバル2025

男女共同参画社会づくり作文コンクール

あ
の
人
の

〝
働
く
理
由
〞
を

聞
い
て
み
ま
し
た

特
集
①

男女共同参画社会の実現に向けて、市民一人ひとりが男女共同参画に関する正しい理解と認識を深めることを目的に、公募市民3人からなる編集委員によって企画・編集された情報交流誌です。

とは？
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出典 ： 総務省「労働力調査（基本集計）」


